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小
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河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
穀
田
恵
二
君
提
出
日
本
道
路
公
団
の
工
事
入
札
や
人
事
な
ど
に
か
ら
む
、
政
治
家
等
の
圧
力
・
介
入
疑
惑
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
九
日
受
領

答

弁

第

二

五

号



衆
議
院
議
員
穀
田
恵
二
君
提
出
日
本
道
路
公
団
の
工
事
入
札
や
人
事
な
ど
に
か
ら
む
、
政
治
家
等
の
圧
力
・
介
入
疑
惑

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

第
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
メ
モ
」
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
「
メ
モ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
の
事

実
確
認
は
、
御
質
問
に
記
述
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
み
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
二
〇
〇
一
年
十
二
月
十
九
日
午
前

（
国
交
省
）
企
画
課
長

青
木
幹
雄
事
務
所
で
仏
経
山
ト
ン
ネ
ル
の
件
で
怒
ら
れ

る
。
午
後

道
路
局
長
が
『
（
公
団
総
裁
と
と
も
に
）
説
明
に
行
き
た
い
』
と
申
し
入
れ
る
が
、
返
事
な
し
。
」
と
の
点
に

つ
い
て
は
、
詳
細
な
日
時
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
道
路
局
企
画
課
長
が
、
御
指
摘
の
十
三
件
の
工
事
の
発
注

延
期
の
件
で
青
木
幹
雄
参
議
院
議
員
（
以
下
「
青
木
議
員
」
と
い
う
。
）
の
事
務
所
を
訪
問
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
際
に
青
木
議
員
か
ら
怒
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
道
路
局
長
が
青
木
議
員
の
事
務
所

に
「
説
明
に
行
き
た
い
」
と
い
う
申
入
れ
を
し
た
事
実
は
な
い
。

「
二
十
日

午
前
九
時
二
十
五
分

道
路
局
長
に
青
木
事
務
所
か
ら
電
話
。
�
俺
の
と
こ
ろ
を
中
国
地
方
で
な
ぜ
選
ん
だ

の
か
、
�
こ
れ
を
文
書
に
し
て
届
け
ろ
、
�
こ
の
こ
と
は
総
裁
に
言
っ
て
あ
る
。
」
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
日
時
は

一



明
ら
か
で
は
な
い
が
、
青
木
議
員
か
ら
国
土
交
通
省
道
路
局
長
に
対
し
、
御
指
摘
の
十
三
件
の
工
事
に
つ
い
て
、
既
に
入
札

参
加
者
に
対
す
る
入
札
実
施
の
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
突
然
発
注
が
延
期
と
な
っ
た
経
緯
は
何
か
と
の
問

い
合
わ
せ
と
、
地
元
自
治
体
の
首
長
等
が
困
惑
し
な
い
よ
う
に
よ
く
説
明
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

「
二
十
五
日

青
木
か
ら
道
路
局
長
→
高
速
道
路
課
長
へ
『
発
注
を
先
送
り
し
た
工
事
に
関
わ
る
経
緯
』
を
詳
し
く
文
書

で
提
出
せ
よ
と
の
指
示
。
」
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。

第
二
に
つ
い
て

飯
島
勲
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
が
お
尋
ね
に
あ
る
内
容
の
電
話
を
か
け
た
事
実
は
な
い
。

第
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
土
地
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
及
び
経
過
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
当
時
の
担
当
者
か
ら
聴
取
し
た
と
こ

ろ
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
同
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基

づ
き
行
う
業
務
に
よ
る
当
該
土
地
の
取
得
に
関
し
て
、
平
成
七
年
か
ら
平
成
八
年
に
か
け
て
千
代
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か

二



ら
機
構
に
事
前
の
相
談
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
機
構
か
ら
旧
建
設
省
都
市
局
に
対
し
て
同
様
の
相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
前
の
相
談
の
過
程
で
、
お
尋
ね
の
「
竹
下
元
首
相
か
ら
働
き
か
け
が
あ
っ
た
」
と
い
う
事
実

及
び
「
藤
井
氏
は
、
竹
下
氏
の
働
き
か
け
を
拒
否
し
た
」
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

三


